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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 223.7 ha

平成 17 年度　～ 平成 21 年度 平成 17 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

都道府県名 静岡県 藤枝市 藤枝中心市街地活性化地区

　
　ＪＲ東海道線藤枝駅周辺の中心市街地において、まちづくりに必要な事業を総合的に推進し、藤枝市の「表玄関」の活性化を図る｡

 
　藤枝市は、旧東海道五十三次の宿場町であった地区と、ＪＲ東海道線藤枝駅周辺の当地区と、二つの中心市街地がある。藤枝駅を中心とする地区は、駅の南北５地区における土地区画整理事業の実施により、藤枝市の中心市街地として順調に発展

してきた。しかし、近年の車社会の進展、郊外への大規模店舗の出店により、空き店舗の増加、商品販売額の減少傾向が現れてきた。また、藤枝駅の平均乗車人員も、東西での新駅の設置により減少傾向にあり、藤枝市の表玄関口としての機能低下

が懸念されているため、整備済みの中心部に隣接する、周辺への整備対策が早期に望まれている。

　このような状況に置かれ、駅南市街地を東西に結ぶ主要幹線小川青島線は、総延長の３／４が既に整備され、残る高柳地区においての早急な整備が必要とされる。

　藤枝駅は、交通バリア法に基づく基本構想の重点地区に指定され、また、老朽化、非耐震のため高齢者や身体の不自由な人などみんなが安心して通行できる自由通路の整備と一体的に橋上駅のバリアフリー化と耐震化を整備する必要がある。

近隣公園は 土地区画整理事業により基盤整備が行われ 既に用地が確保され 周辺は住宅や商業施設が立地しているため 憩いの広場や地域防災の拠点としての整備が必要である

計画期間 交付期間 21

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 15 20

人 16 21

人 16 21

人 16 21

920,000

宿泊客数 計画区域内における宿泊客数の比較 宿泊者数の増加により、地域活力の向上につなげる 50,052 52,430

公共施設利用者数 計画区域内における公共施設利用者数の比較 施設利用者を増加させることで、市街地の賑わいを促進する 722,596

39,600

藤枝駅一日平均乗車人員 乗車人員数の比較 人口増を図り、駅の乗車人員増と共に、にぎわいの創出につなげる 12,195 12,000

定住人口 ５年後人口の比較 にぎわいのあるまちづくりの実現 38,516

従前値

　近隣公園は、土地区画整理事業により基盤整備が行われ、既に用地が確保され、周辺は住宅や商業施設が立地しているため、憩いの広場や地域防災の拠点としての整備が必要である。

　また、青木地区は、土地区画整理事業の実施済地区に隣接しているが、未利用の農地が多く残されているため、中心市街地にふさわしい基盤整備が必要である。

　さらに、地域住民の利便性の向上や本地区の魅力の向上を図るため、文化・学習機会が提供できる機能を充足させることが求められている。

　　これまで駅周辺の公共施設整備とまちづくりに取り組んで来たが、現状での更なる地域活性化は難しく、周辺での道路、公園、土地基盤整備や文化・学習のための拠点整備が必要である。

　・駅北側の青木土地区画整理事業により、市街化区域内農地を宅地化し、定住人口の増加を図る。
　・駅南側において一部未整備の都市計画道路を整備し、周辺の人の交流と交通渋滞の解消を図る。
　・憩の場、防災拠点としての公園整備を行い、潤いの有る安全な地区環境を目指す。
　・文化・学習拠点として図書館整備を行い、まちなか居住における文化的利便性の向上による定住促進や来訪者の増加による交流拡大を図る。

目標値指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
 ・当地区は、藤枝市中心市街地活性化基本計画に位置付けられており、都市としての魅力を高めるために、「駅南北の一体化のための空間づくり」、「中

核都市としての顔と核づくり」、「中核都市としての商業地づくり」の３つの柱で整備を行ない、誰にでもやさしいまちづくり、もてなしとにぎわいのある空間づ

くりを目指す。

公園、広場の整備
藤枝駅橋上駅舎改築事業（提案事業）

 ・駅中心市街地から周辺市街地の整備改善を積極的に推進し、地区全体の都市としての魅力を高める。このため、地区への交流人口の増大、地域住民

の利便性の向上、新たな都市活動の創出、都市施設・公共施設の利活用の向上などを推進し活性化を図る。

小川青島線等道路整備、青木区画整理事業
（仮称）新図書館整備事業（提案事業）

 
〇　関連事業では、藤枝駅北口広場の整備、南北自由通路の改築、ひとにやさしいまちづくり事業等、駅周辺の整備を進めている。

○　現在、地区内には、地域に根ざした自主的な数多くの団体が、様々な活動を展開して地域の健全な発展に努力している。

・ 「高柳地区環境整備協議会」は高柳地区の生活環境を整備し明るく住みよい街づくりを推進することを目的に活動している 地域住民が一丸となって 調査 研究 視察 協議等 積極的に活動し 本年度も「小川青島線」の事業推進には 難航する地権

 ・地域住民の各種団体やグループが、地域の特色を生かした様々な活動を展開し、生き甲斐と誇りを見出し、居住環境の安全で、快適な市民生活の確立

と、歳末には視覚に訴える「クリスマスイルミネーション」事業で賑わいの創出、また、自分たちで出来る公共施設の管理運営が、続けられる環境を整える。

さらに、災害発生時の地域防災の拠点を設置することにより、安全で安心な居住環境の向上を図る。

公園、広場の整備、青木区画整理事業
駅周辺まちづくり推進事業（提案事業）
地域生活基盤施設（飲料水兼用耐震性貯水槽、備蓄倉庫）

・ 「高柳地区環境整備協議会」は高柳地区の生活環境を整備し明るく住みよい街づくりを推進することを目的に活動している。地域住民が一丸となって、調査、研究、視察、協議等、積極的に活動し、本年度も「小川青島線」の事業推進には、難航する地権

者への理解、協力の働きかけや代替地の選定にも活躍されている。

・ 「駅南近隣公園ワークショップ」は公園建設計画を前に、地元町内会の有志が自分たちの身近に完成する公園が地域の人々に親しまれる人気の公園になるようには、いかに有るべきか、住民ならではの多くの意見やアイデアを出し合い、勉強会を重ね、

繰り返し研究してきた。それで近隣公園は３箇所のゾーニング（憩のゾーン、プレイゾーン、多目的ゾーン）に分け基本計画（ゾーニング案）が立案され、これを基に実施設計を策定し、公園整備を進めている。

・ 「青木地区まちづくり委員会」は平成２年から住民の意見が反映されたまちづくりを目指して、地区計画を立案し、建物の高さや壁面位置の制限、垣根や柵の構造制限および、造成高の抑制等の取り決め、それに加え「まちなみデザイン推進事業」で特出

した、建築物のデザインや色彩の制限、また、「我まちデザイナー」の募集、地区住民のアイデアを取り入れた計画書「青木物語」の作成、「まちづくりたより」の発行と全戸配布、青木南北線・青木小石川線の修景施設実施設計作成、年１回の県外まで出掛

ける先進地の視察、年３回（竹の子堀、納涼会、忘年会等）の交流会開催、地域内の道路、公園、河川等の維持管理について里親制度の調印を行ない、月１回以上の里親活動を行なう等、数多くの活動を通して、他に誇れる大変好ましい地域づくり、人づ

くりを行なっている。

・ この他、商店街では、「駅前商店街振興組合」「駅南商店街振興組合」「振興組合喜多町名店街」「日の出町商工発展会」「富士見町通り発展会」等数多くの団体があり、「納涼夏祭り」「酉の市セール」「春休み感謝セール」「歳末セール」

「てーしゃば朝市」「七福神祭り」「花壇定植管理」「アーケード補修」と数多くの地域にあった事業を行ない、にぎわいの創出に努力している。

・ 新図書館は、商業施設との合築による整備を想定しており、複合施設としてより拠点性の高いハブ機能を持たせる整備手法が可能となるよう条件整備を進めている。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 藤枝市 直 １，１４２ｍ 12 20 17 20 2,303 601 601 601

藤枝市 直 ２１７ｍ 12 20 17 18 150 44 44 44

藤枝市 直 ４１０ｍ 20 23 20 21 80 40 40 40

公園 藤枝市 直 ２０，６８０㎡ 16 21 17 21 500 490 490 490

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 藤枝市 直 － 19 21 19 20 167 103 103 103

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業 土地区画整理組合 間 ３５．７ｈａ 2 22 17 19 3,280 858 858 858

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリ 環境整備促進事業

青木土地区画整理事業

中心市街地活性化地区

－

－

－

－

－

うち民負担分
規模

交付期間内事業期間

葉梨高洲線

（参考）事業期間
事業 事業箇所名 事業主体 直／間

細項目

市道４地区３５７号線ほか

小川青島線　

0.375交付対象事業費 3,578 交付限度額 1,343 国費率

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 6,480 2,136 2,136 2,136 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
藤枝市 直 １，４５９㎡ 17 18 17 18 1,053 1,020 1,020 1,020

藤枝市 直 ５，７５０㎡ 19 20 19 19 420 420 420 420

事業活用調査 － 0

民  間 間 － 17 21 17 21 20 2 2 2

合計 1,493 1,442 1,442 1,442 …B
合計(A+B) 3,578

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
藤枝市 国土交通省 ５，３００㎡ ○ 12 18 2,440

藤枝市 　　　〃 １，３８０㎡ ○ 12 18 183

藤枝市 　　　〃 ＥＳ、ＥＶ ○ 17 17 54

藤枝市 　　　〃 ３５．７ｈａ ○ 2 19 5,380

藤枝市 　　　〃 ９６ｈａ ○ 15 15 6

民間
国土交通省
経済産業省

１０，９０８㎡ ○ 18 20 4,000

藤枝市 ３，３００㎡ ○ 19 20 338

全体事業費

藤枝駅周辺にぎわい再生拠点施設整備事業
　　　　　　　　　[ＢｉＶｉ藤枝計画]

藤枝駅南地区

新図書館整備事業（ＢｉＶｉ藤枝３F） 藤枝駅南地区

青木土地区画整理事業 藤枝青木地区

人にやさしいまちづくり推進提案事業 藤枝駅周辺地区

       〃

まちづくり活動推進事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

地域創造
支援事業

藤枝駅橋上駅舎改築事業 藤枝駅地区 0

ひとにやさしいまちづくり事業        〃

藤枝駅北口広場整備南北自由通路改築事業 藤枝駅地区

藤枝駅橋上駅舎改築関連事業

駅周辺まちづくり推進事業 － 0

直／間 規模

0

－

事業 事業箇所名
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分
事業主体

（仮称）新図書館整備事業（用地取得） 藤枝駅南地区

0

住宅市街地
総合整備
事業
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